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第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
各
号
の
一
に
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
一
に
」を「
い

ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

第
四
十
七
条
第
一
項
（
納
税
の
猶
予
の
通
知
等
）
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
分
割
納
付
の
各
納
付
期
限
ご

と
の
納
付
金
額
を
そ
の
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
き
（
税
務
署
長
等
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
を
除
く
。）。

第
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
三
号

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

新
た
に
そ
の
猶
予
に
係
る
国
税
以
外
の
国
税
を
滞
納
し
た
と
き
（
税
務
署
長
等
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
を
除
く
。）。

五

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
そ
の
猶
予
又
は
そ
の
猶
予
の
期
間
の
延
長
の
申
請
が
さ
れ
、
そ
の
申
請
に

基
づ
き
そ
の
猶
予
を
し
、
又
は
そ
の
猶
予
期
間
の
延
長
を
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

第
四
十
九
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
一
項
中「（
換
価
の
猶
予
）」を「
若
し
く
は
第
百
五
十
一
条
の
二
第
一
項（
換
価
の
猶
予
の
要
件
等
）」

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
百
五
十
二
条
（
換
価
の
猶
予
の
取
消
し
等
）」を
「
第
百
五
十
二
条
第
三
項
又
は
第

四
項
（
換
価
の
猶
予
に
係
る
分
割
納
付
、
通
知
等
）」に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
五
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に

「
若
し
く
は
第
百
五
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
第
三
項
第
二
号
中
「
、
法
人
税
」
の
下
に
「
、
地
方
法
人
税
」
を
加
え
、
同
号
イ
中「（
外
国
税
額
控

除
）」の
下
に
「
若
し
く
は
第
百
六
十
五
条
の
六
（
非
居
住
者
に
係
る
外
国
税
額
の
控
除
）」を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
若

し
く
は
第
八
十
一
条
の
十
五
」
を
「
、
第
八
十
一
条
の
十
五
」に
改
め
、「
に
お
け
る
外
国
税
額
の
控
除
）」の
下
に「
若

し
く
は
第
百
四
十
四
条
の
二
（
外
国
法
人
に
係
る
外
国
税
額
の
控
除
）」を
加
え
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ

を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

地
方
法
人
税
法
第
二
条
第
十
九
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
中
間
納
付
額
、
同
法
第
十
二
条
（
外
国
税
額
の

控
除
）
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
さ
れ
る
べ
き
金
額
又
は
同
法
第
二
十
条
第
二
項
（
中
間
申
告
に
よ
る
納
付
）

の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
地
方
法
人
税
の
額
（
そ
の
額
に
つ
き
修
正
申
告
書
の
提
出
又
は
更
正
が
あ
つ
た

場
合
に
は
、
そ
の
申
告
又
は
更
正
後
の
地
方
法
人
税
の
額
）

第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
、
法
人
税
」
の
下
に
「
、
地
方
法
人
税
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中「
法
人
税
に
」

を
「
法
人
税
又
は
地
方
法
人
税
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
法
人
税
」
の
下
に「
又
は
地
方
法
人
税
」を
、「
連

結
所
得
に
対
す
る
法
人
税
」
の
下
に
「
若
し
く
は
連
結
親
法
人
の
地
方
法
人
税
」
を
、「
法
人
に
対
す
る
法
人
税
」
の

下
に
「
又
は
地
方
法
人
税
」
を
加
え
る
。

第
七
十
四
条
の
九
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
同
項
第
二
号
イ
、
同
項
第

三
号
イ
」
を
「
第
二
号
イ
、
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

納
税
義
務
者
に
つ
い
て
税
務
代
理
人
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
納
税
義
務
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
と
し
て

財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
納
税
義
務
者
へ
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該

税
務
代
理
人
に
対
し
て
す
れ
ば
足
り
る
。

第
七
十
五
条
第
四
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」

に
、「
に
係
る
更
正
（
」
を
「
又
は
地
方
法
人
税
法
第
二
十
七
条
第
二
項
（
青
色
申
告
）
に
規
定
す
る
青
色
申
告
書
に

係
る
更
正
（
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
法
人
税
」
の
下
に
「
、
地
方
法
人
税
」
を
加
え
る
。

第
九
十
九
条
の
見
出
し
を「（
国
税
庁
長
官
の
法
令
の
解
釈
と
異
な
る
解
釈
等
に
よ
る
裁
決
）」に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
申
し
出
な
け
れ
ば
」
を
「
通
知
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
申

出
」
を
「
通
知
」
に
改
め
、「
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
指
示
を
す
る
と
き
は
」
を
削
り
、「
国
税
審
議
会
の
議
決

に
基
づ
い
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
」
を
「
国
税
不
服
審
判
所
長
と
共
同
し
て
当
該
意
見
に
つ
い
て
国
税
審
議
会
に
諮

問
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、前
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
庁
長
官
と
共
同
し
て
国
税
審
議
会
に
諮
問
し
た
場
合
に
は
、

当
該
国
税
審
議
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
税
徴
収
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
号
中
「
延
納
」
の
下
に「（
第
百
五
十
一
条
の
二
第
一
項
（
換
価
の
猶
予
の
要
件
等
）
に
お
い
て
「
延

納
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
第
三
号
中
「
、
法
人
税
法
」
を
「
若
し
く
は
第
百
六
十
八
条
の
二
（
非
居
住
者
の
恒
久
的
施
設
帰
属

所
得
に
係
る
行
為
又
は
計
算
の
否
認
）、
法
人
税
法
」
に
、「
若
し
く
は
第
百
三
十
二
条
の
三
」
を
「
、
第
百
三
十
二

条
の
三
」
に
、「
、
相
続
税
法
」
を
「
若
し
く
は
第
百
四
十
七
条
の
二
（
外
国
法
人
の
恒
久
的
施
設
帰
属
所
得
に
係
る

行
為
又
は
計
算
の
否
認
）、
相
続
税
法
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
の
見
出
し
を「（
差
押
え
の
解
除
の
要
件
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」

に
、「
差
押
を
」
を
「
差
押
え
を
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
差
押
に
」
を
「
差
押
え
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
差
押
に
」
を
「
差
押
え
に
」
に
、「
先
だ
つ
」
を
「
先
立
つ
」
に
、「
こ
え
る
見
込
」
を
「
超
え
る
見
込
み
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
差
押
を
」
を
「
差
押
え
を
」
に
改
め
、同
項
第
一
号
中「
差

押
に
」
を
「
差
押
え
に
」
に
、「
先
だ
つ
」
を
「
先
立
つ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
差
し
押
え
る
」
を
「
差
し
押

さ
え
る
」
に
、「
差
し
押
え
た
」
を
「
差
し
押
さ
え
た
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

差
押
財
産
に
つ
い
て
、
三
回
公
売
に
付
し
て
も
入
札
又
は
競
り
売
り
に
係
る
買
受
け
の
申
込
み
（
以
下
「
入

札
等
」
と
い
う
。）が
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
差
押
財
産
の
形
状
、
用
途
、
法
令
に
よ
る
利
用
の
規
制

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
更
に
公
売
に
付
し
て
も
買
受
人
が
な
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
随
意
契
約
に
よ

る
売
却
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
八
十
九
条
の
見
出
し
を「（
換
価
す
る
財
産
の
範
囲
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
取
立
」
を
「
取
立
て
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
差
し
押
え
た
」
を
「
差
し
押
さ
え
た
」
に
、「
取
立
」
を
「
取
立
て
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

税
務
署
長
は
、
相
互
の
利
用
上
差
押
財
産
を
他
の
差
押
財
産
（
滞
納
者
を
異
に
す
る
も
の
を
含
む
。）と
一
括
し

て
同
一
の
買
受
人
に
買
い
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
差
押
財
産
を
一
括
し

て
公
売
に
付
し
、
又
は
随
意
契
約
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
見
積
価
額
の
決
定
）

第
九
十
八
条

税
務
署
長
は
、
近
傍
類
似
又
は
同
種
の
財
産
の
取
引
価
格
、
公
売
財
産
か
ら
生
ず
べ
き
収
益
、
公
売

財
産
の
原
価
そ
の
他
の
公
売
財
産
の
価
格
形
成
上
の
事
情
を
適
切
に
勘
案
し
て
、
公
売
財
産
の
見
積
価
額
を
決
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
税
務
署
長
は
、
差
押
財
産
を
公
売
す
る
た
め
の
見
積
価
額
の
決

定
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

税
務
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
見
積
価
額
を
決
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
鑑
定

人
に
そ
の
評
価
を
委
託
し
、
そ
の
評
価
額
を
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
条
第
一
項
中
「
入
札
又
は
競
り
売
り
に
係
る
買
受
け
の
申
込
み
（
以
下
「
入
札
等
」
と
い
う
。）」
を
「
入
札

等
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
八
条
第
二
号
中
「
差
押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
差
し
押
え
た
」
を
「
差
し
押
さ

え
た
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
八
十
九
条
第
三
項
（
換
価
す
る
財
産
の
範
囲
等
）
の
規
定
に
よ
り
差
押
財
産
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
差

押
財
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
一
括
し
て
公
売
に
付
さ
れ
、
又
は
随
意
契
約
に
よ
り
売
却
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
、
各
差
押
財
産
ご
と
に
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
売
却
代
金
の
額
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
額
は
、
売
却
代
金
の
総
額
を
各
差
押
財
産
の
見
積
価
額
に
応
じ
て
按あ
ん

分ぶ
ん

し
て
得
た
額
と
す
る
。
各
差
押

財
産
ご
と
の
滞
納
処
分
費
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
三

号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
差
押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
一
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
換
価
の
猶
予
の
要
件
等
）」を
付
し
、
同
条
第

一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「（
納
税
の
猶
予
）」を「（
納
税
の
猶
予
の
要
件
等
）
又
は
次
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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